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【オープニング】
200X年、謎の宇宙人、ゲエム星人が地球侵略を開始した。彼らの好物はなんとゲームソフ

ト！DVD-ROMだろうが業務用基板だろうがおかまいなしに食べてしまうのだッ！
国連はゲエム星人への攻撃を決議、人類の総力をあげての攻撃が開始されたが、未知のテク

ノロジーを有するゲエム星人には効果なく、その目から放たれる怪光線に返り討ちにあう始末。
人類はゲームという文化を失うことになってしまうのかッッ！？
反撃の機会はひょんな事から訪れた。国連軍の一人が「兵器は平気、か」と自嘲気味にこぼ

したところ、至近距離にいたゲエム星人がガクガクと震えだし、やがて死んでしまったのだ。
調査の結果、死因は凍死。そう、ゲエム星人は非常に温暖な星からやってきたため、サムいダ
ジャレを聞くと凍死してしまうのだ。
ゲームを守るため、ついに彼らが立ち上がったッ！その名はノワーズマン！普段はナムコ広

報誌『ノワーズ』の編集者である彼らだが、ゲエム星人が襲来するとノワーズマンに変身し、
ノワーズマイクを武器に、サムいダジャレを連発してゲエム星人を撃退するのだ！
戦え、駄洒落戦隊ノワーズマン！ゲームの未来を守るためッ！･･･残業代は出ないがな。

※この物語はフィクションです。実在の人物、団体には一切関係がありません。

「スクランブル！ゲエム星人が都内各地で暴れているとの通報があったわ。ノワーズ
マン、至急現場へ向かって」「了解ッッ！」 さて、あなたはどちらの現場へ行く？

【行動を選択して、指示されたページにジャンプ！】

ノワーズ・ブルーを追って渋谷へ→10 ノワーズ・イエローを追って秋葉原へ→20

GO!

ゲエム星人
ゲームソフトが大好物の宇
宙人。地球上のあらゆる兵
器が通用しないが、サムい
ダジャレを聞くと凍死する。

ノワーズ・レッド
このゲームの主人公（あなた）。ゲーム
業界の熱血漢。でも駄洒落はサムい。

ノワーズ・ブルー
ノワーズマンの紅一点。
メカニック担当。

ノワーズ・イエロー
カレー好き。自分のダジ
ャレを「サムい」と言わ
れるのが実は心外。

ナオミ
ノワーズマン達を
束ねる女長官。

ノワーズ・マイク
ノワーズマンの武器。ダジャ
レを拾ってターゲットに向け
て発する高性能マイク。ノワ
ーズ・ブルーが開発した

特集
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【モーションキャプチャー】
人、動物、模型などの現実の動きをセンサーからコンピュ
ーターに入力することで、3Dモデルに本物と同一の動き
を与える技術。格闘ゲームやスポーツゲームで使用される
ことが特に多く、『鉄拳』『ソウルキャリバー』シリーズに
おけるキャラクターの動作は実際の役者や武道家のものを
取り込んでひな型としているため、非常にリアルである。

データ化された役者の動きを3Dキャラクターに取り込む。3Dキャラクターには、役者
が装着していた測定用ポイントと同一箇所に関節構造を持たせているので、データをコ
ピーするだけで3Dキャラクターが実際と同じ動きをする。
※写真は『ソウルキャリバー』（業務用）時のもの。

役者はモーションキャプチャー専用の測定ポイントを身体の各部分に装着し演技をする。
その位置・動きを全方向から赤外線カメラが測定しデータ化する。

【バンプマッピング】

テクスチャーマッピングの
応用的な手法の一つ。バン
プマップというグレースケ
ール（モノクロ）の画像を
用意し、白黒の階調の差を
凹凸に変換してオブジェク
トの表面に傷や凹みをつけ
たり、ザラザラとした質感
を表現する方法。実際にポ
リゴン数を増やしてモデリ
ングしているわけではなく
擬似的に表現しているため、
CPUの処理負荷が軽くて済
むというメリットがある。
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【環境マッピング】 金属などの反射率が高い物体に周囲の景
色が映りこむ表現のための技術。クルマ
やバイクのボディ等、主にレースゲーム
で使用される。映りこみを厳密に計算し
ようとすると、莫大な処理負荷がCPU
にかかってしまうため、実際にはあらか
じめ用意した背景（どの位置を走行して
も違和感のないようなビル群や山、雲、
空などを書き込んだ絵）を、オブジェク
トの表面に沿わせてアニメーション再生
するようにプログラムで制御すること
で、擬似的に周辺風景が映りこんでいる
かのような表現をしている。

『リッジレーサーV』の画面。クルマのボディ表面の
映りこみは環境マッピングで擬似的に表現している。

【パーティクル】
粒子の拡散運動をシミュレート
して描画する技術。煙や炎、水
しぶきの表現の他に、キャラク
ターの毛髪のなびく表現や群衆
の動きの再現に応用する事も出
来る。ただし、その描画計算に
は膨大な処理負荷がCPUにか
かるため、ゲーム画面中のリア
ルタイムレンダリングにはあま
り使用されず、ムービーなどで
流麗なCG表現をする際に使用
されることが多い。

『鉄拳3』（PS用）のムービーの1シーン。レイ・ウーロ
ンの背後の爆発のような表現にパーティクルが有効。

【フォグ】
フォグとは霧のことで、文字
通り霧が立ち込めたように遠
くのものほど周囲の色に溶け
込んでコントラストが弱くな
っていくようなレンダリング
効果。プレイステーション2
で初めて表現可能となった。

『MotoGP2』ではフォグを積極的に取り入れ、雨の中の
レースシーンをリアルに再現することに成功している。

【レンズフレア】
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『リッジレーサーV』のオープニング画面の一コマ。
リアルタイムレンダリング中にレンズフレアを表
現している。

【バイリニアフィルタ】

オブジェクトが拡大表示された際、テクスチ
ャーの隣り合ったピクセル（色情報）間を平
均化して滑らかに表示する機能。近年の高性
能家庭用ゲーム機にはほとんど標準装備され
ている。分かりやすい例として、プレイステ
ーション2の本体設定で「テクスチャマッピ
ング」の補間処理をオンにした状態で、初代
プレイステーション対応ソフトをプレイする
と、ギザギザしていたテクスチャーが滑らか
な描画になっていることが確認出来るはずだ。

バイリニアフィルタ適用前後の比較。ギザギザのテ
クスチャーが滑らかに描画されているのがわかる。
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【ポリゴン】
3DCGで物体を表現する際、その表面を構成す
る多角形のこと。最も単純な三角形を三角ポリ
ゴンといい面を構成する最小単位となる。三角
ポリゴンの各頂点はそれぞれ固有の位置座標値
を持つ事が出来、それら情報をコンピューター
が紡ぎ合わせた結果、画面上で立体として表示
される。ポリゴンの大きさ・数とコンピュータ
ーの処理速度は反比例の関係にあり、処理速度
を優先するゲーム用CGでは描画精度を下げて
オブジェクトを作成する必要がある。最小限の
ポリゴンサイズでいかにリアルな印象を表現出
来るかは開発デザイナーの腕の見せ所である。

「ポリゴン」「レンダリング」「環境マッピング」･･･本誌ノワーズ
やゲーム情報誌、はたまた最新ゲーム機のスペック表などで、ご
く当たり前に使われるようになったこれらの言葉を、あなたはど
れくらい理解しているでしょうか？
このページでは、知らなくてもゲームは楽しめるが、知っている
とちょっと得した気分になれる、そんな3次元CGの専門用語を
まとめてみました。

【テクスチャーマッピング】
モデリングされた3Dオブジェクトの表面に絵（テクスチャー）を貼り付け
ること。均質な面の集合体であるポリゴンモデルに質感や表情を持たせる
ためテクスチャーは欠かせない。人の肌の質感、メカの汚れやダメージ表
現、石畳やレンガなどのゴツゴツとした路面などは事前に描かれた「絵」
がポリゴンに貼り付けられている。なお、ナムコ初のテクスチャーマッピ
ングが施された3DCGゲームは『リッジレーサー』（業務用）。

テクスチャーマップは文字通り
マップ（地図）のようなもので、
地図上の住所にあたるのがuv

座標値である。uとvの2軸上で表されるテクスチャ
ーの各地点の情報をポリゴンが数値として持つこと
で、ポリゴンに絵が貼られたように見えるのだ。

『鉄拳4』の三島平八の顔に貼られて
いるテクスチャー。

3DCGゲームのオブジェクト（物体）を作成すること
をモデリングという。モデリングには市販の3DCGソ
フトを用いる場合が多い。代表的な3DCGソフトは
「MAYA」や「SoftImage3D」など。実際に粘土細工
や彫刻をする感覚で画面内の立体を操作しながら形状
を作成、編集していく。

「SoftImage3D」の作業画面。コンピューターやソフトウェアの
進化により、簡単にモデリングが出来るようになったが、リアルな
形状を表現出来るかどうかは開発デザイナーの腕にかかっている。

【レンダリング】

3DCG空間内に配置された各オブ
ジェクトが、実際に奥行きや陰影
を持った状態に表示されるようコ
ンピューターが計算処理をするこ
と。特定の視点位置が定義された
後、その視点からのオブジェクト
の見え方を測定、さらに特定光源
から受ける各面の陰影をシミュレ
ートして１枚の画像をモニター上
に出力する。ゲーム機は、プレイ
ヤーの入力にリアルタイムに反応
しつつ、レンダリングを１秒間に
数十回行っており、それがパラパ
ラ漫画の要領で動いているように
見える。

3DCGソフトでレンダリングが行われる
前と後の比較。
※写真は『ソウルキャリバー』（業務用）時のもの。

【シェーディング】

3DCGを意図的に2DCGのように描画する特殊なシ
ェーディング技法。陰影を領域ごとにベタ塗りにし、
オブジェクトの稜線（輪郭線）をくっきりと黒く描く
事で、セルアニメ調のテイストを3DCGに与える事
が出来る。セルシェーディングによって描画すること
を「トゥーンレンダリング」ともいう。

セルシェーディングを用いた新作『アイドルゲーム』
（仮称、業務用）の1シーン。

本来多面体であるはずのオブジェクトも、スムース
シェーディングにより滑らかな曲面を構成している
かのように表示される。

フラットシェーディングに比べ、面の境界を滑らか
にすることで擬似的な柔らかい面構成を表現する技
法。例えば人体の腕や脚を断面が六角形となるよう
モデリングしても、スムースシェーディングがかか
ることにより、擬似的に丸みを帯びた形状に見える。
なお、「グーローシェーディング」はスムースシェ
ーディングの一種で、近年の3DCGゲームにおい
て最も一般的なシェーディング技法である。

【フラットシェーディング】

【スムースシェーディング】【セルシェーディング】

ポリゴンの集合体である多角形オブジェクトの面の境界
をそのまま表現する技法。近年の高性能なゲーム機上で
はあまり見ることはなくなったが、処理速度がさほど速
くない過去のハードではこの表現が限界であった。

『サイバースレッド』のゲーム画面。
ポリゴンの集合体であるオブジェ
クトの各面のつながりが角々しい。

レンダリング工程中、オブジェク
トの陰影処理のことを特にシェー
ディングと呼ぶ。シェーディング
技法には様々な種類があり、3Dゲ
ームでは主に以下のようなものが
使われている。

ナムコ初のポリゴンゲーム『ウイニングラン』
(1989年)と、最新作『MotoGP3』（2003
年2月27日発売）。ゲーム機の処理能力の向
上とともに表現力も飛躍的に向上した。

polygon

texture mapping

shadingflat shading

smooth shadingcel shading

rendering

particle

lens flarebi-liner filter

fog

modeling

bump mappingenvironment mapping

motion capture

【モデリング】

シールプリント機コーナーへやって来た。「もしかして、マナブ君はシールプリント機のテントの
中に隠れているんじゃない？」マナブ君を探してみたが、その姿は見当たらない。 右へ進む→35 左へ進む→16 「お願い！息子を！マナブちゃんを助けて！」「お母さん、落ち着いて。ゲエム星人は無抵抗の子供は攻撃しません」「でも、あの子はゲームボーイ

アドバンスを持ち歩いてるのよ！」「なんですって！ゲエム星人がそれを食べようとして攻撃してくる可能性があるわ！」 →35

◆監修：ナムコDHゲームラボ
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（業務用）

【バイク】

ナムコ初のバイク・レーシングゲーム。バイク型筐体とは別に、ギャラリー用
の中継モニターを用意していた。この中継モニターは、コース上10箇所にカ
メラが設置されているという設定で、空からの中継や、コース真横からの中継
も行っていたが、座標管理はあくまで2Dで、それを3Dらしく演出していた。

（業務用）ポリゴンやテクスチャーマッピングを使用した3D表現による、
近未来を舞台としたバイクレースゲーム。バイクそのものがク
ルマよりもポリゴン数が多くなりやすく、モーションを伴うラ
イダーが加わるため、限りあるポリゴン数で表示させるには、
高度な技術が必要であった。

（業務用）

FIMロードレース世界選手権のライセンス取得により、実在のコースを忠実に再現し、
レースとしてのリアリティをさらに高めたゲーム。本作から、操作性についてもカーレ
ースとの差別化を明確に行いはじめた。例えばコーナリングの際、クルマがハンドルの
角度で旋回半径を調整するのに対し、バイクはフルバンク（バイクを倒し切る事）させ
た上で、アクセルコントロールによって旋回半径を調整させるのだ。

（プレイステーション2用）

業務用の『500GP』をプレイステーション2に移植したもの。実写と見まがうばかり
のグラフィック、陽炎や逃げ水といった要素の再現等、映像のクオリティの高さは当時
のレースゲーム全体の中でも群を抜いていた。ちなみに、タイトルが『500GP』から
『MotoGP』に変更になったのは実際のレース名称の変更によるもの。

（プレイステーション2用）

『MotoGP』シリーズ第2弾として正統な進化を遂げたゲーム。特筆すべきは「雨」の追
加。単純に雨を描くと、漫画的な太い線になり、写実的な映像にそぐわない。本作では、
霧、カメラのレンズにつく水滴、バイクの跳ね上げる水しぶき、といった全体的なシチュ
エーションによって、雨そのものを描かずして、説得力のある「雨」を見事に表現した。

【中村プロデューサー、『MotoGP3』を語る】

シリーズ最新作となる『MotoGP3』は、前作をはるかに凌ぐ充実の内容で、サーキ

ットの興奮を余すところなく再現している。特に注目して欲しいのは「光を感じさせ

るビジュアル」。本シリーズはかねてから光の表現に力を入れており、例えば縁石によ

る日光の反射でバイクが光る、というこだわりよう。加えて、今回は「コックピット

視点」を追加。マシンのメーター類に加えて、スクリーンへの日光の反射までも再現

しているので、より光を実感できると思う。

ところで、バイクレースになじみのない方は、「バイクって難しいんでしょう？」と思

っているかも知れない。しかし、今回は、EASYモードにブレーキアシストシステム

を搭載。開発者によれば「バイクを操作する楽しさはそのままに、難しいところだけを、

そっと助けてあげるシステム」。今まで本シリーズを敬遠してき

た方にも、自信を持ってお薦めできる。ぜひプレイしてバイク

レースの面白さを知っていただきたい。逆に、バイク好きの方

には、前後ブレーキの使い分け、体重移動など、これ以上ない

リアルな操作も可能になっている。まさに、万人のためのバイ

クレースゲーム『MotoGP3』。ぜひ一度、遊んでみて欲しい！
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（業務用）

【クルマ】

上空から見下ろした視点の2Dレースゲームが多かった当時としては画期的な、自分のマ
シンを後ろ斜め上から見た「ビハインドビュー」視点を採用したゲーム。拡大縮小機能を
用いて、遠近感を擬似的に表現することで3Dらしく見えるような工夫がなされている。

ポリゴンによる3D表現は、今や様々なジャンルのゲームで使われているが、
ナムコではレースゲーム（ウイニングラン）にてまず採用された。当初はむ
しろ擬似3Dによる表現よりも見た目は悪かったが、プレイヤーは画面の中
に、たんなる絵ではない「世界」を感じられるようになった。その後、レー

スゲームでポリゴンを使用するのはごく当たり前の事となり、その表現能力
は短期間に急激に向上した。レースゲームの進化と3D表現の進化は、車の
両輪のように切り離せないものなのだ。このページでは、ナムコのレースゲ
ームにおける3D表現の進化を、代表的な作品をあげながら追ってみたい。

（業務用）

疑似3Dによる表現の向上を目指したゲーム。『ポールポジション』と比べて、ハードの
機能が上がったため、使用できる色数が増え、より天然色に近い表現ができるようになっ
た。また、配置できるオブジェクト数が増え、より本物のレースらしい雰囲気を演出した。
通信対戦により最大8人が同時プレイできた事もあり、一世を風靡。シリーズ最後となっ
た『ファイナルラップR』（1994）では擬似3Dの限界点まで表現を向上させた。

（業務用）

ナムコのゲームとして、初めてポリゴンを使用した記念すべきゲーム。本物のレースカ
ーの走行データ（タイヤの摩擦係数、空気抵抗等）が使用されており、実際のドライビ
ングテクニックが駆使できる。しかし、まだテクスチャーマッピング機能がなく、フラ
ットシェーディングによる濃淡のないデジタルな色使いのため、写実的な表現とは程遠
く、この段階では擬似3Dによる表現のほうがまだまだ優勢だった。

（業務用）

ポリゴンによるレースゲームの優位性を決定付けたゲーム。テクスチャーマッピングに
よるリアルな質感、グーローシェーディングによる物体への光の当たり具合の表現を行
っている。これによってポリゴンはゲーム業界における地位を不動のものとした。走行
感覚は、当時としては実車に近いモノでありながら、誰でも気持ちよくドリフトできる
工夫がされていた。後にプレイステーションに移植、本体と同時発売（1994年）され、
初期のキラータイトルとなった。

そして、2003年、新たなレースゲームがその姿を現す・・・！

（プレイステーション2用）

プレイステーション2本体と同時発売され、初期のキラータイ
トルとなったソフト。全てのスペックが極限まで高められ、環
境マッピングによる車への背景の映りこみ、使用可能なポリゴ
ン数の増加により存在感を増した車体・コース・町並み、「時間」
を感じさせる空間表現、ヘッドライトや街灯の光のフレアなど、
全ての面で従来にない驚異のクオリティを実現した。

「まず合流だ！」あなたはノワーズ・イエローを探して電気街を疾走するが、
彼の姿はどのゲーム専門店にも見当たらない。一体何処に？ま、まさか!? 「くそう、まだ探すぜ」→32 「つうか、走りすぎてお腹が減ったな」→25 ノワーズマン本部ことナムコ本社に戻ったあなた達は、驚くべきものものを見た。なんと、大量のゲエム星人が次々に合体し、5階建のナムコ本社ビル

と同じサイズの、その名もゲエム星人キングに成長したのだ！「ギシャアアアアアア！！！」「ナオミ長官、何か策はないんですか!?」 →11

（プレイステーション用）

プレイステーションというハードの限界を引き出したゲーム。発表当初、映像のクオリ
ティの高さから「これはゲーム画面ではなくムービーなのでは？」と疑われたほど。残
像が尾を引くテールランプをはじめとした光と影の表現に注力し、目で見た現実をその
まま再現するのではなく、いわば「映画の1シーン」のように演出された架空世界の中
を走り抜ける爽快感が味わえる。

（プレイステーション2用）

私がレースゲームを制作する時に常に考えていたのが、本物
のレースの持つ興奮を、いかにそのまま伝えるか？というこ
とでした。その結論のひとつが「写実主義」です。現実のサ
ーキット、マシンを細かに取材し、可能な限り写実的に、ご
まかすことなく再現します。これによりゲームはリアリティ
を得られ、現実の迫力に限りなく近づくことができるのです。
例としてコースの再現度。これはナムコ史上、いえ世界中の

ゲームの中でも最高級だと自負しています。数キロ四方に渡
る広い空間を矛盾なく再現しているからこそ、ベテランのGP
レーサーからは本物そっくりとお墨付きがもらえました。ま
たこれから世界に羽ばたこうとする日本の若手レーサーは、
このゲームから世界のサーキットを学んでいるそうです。
「レースゲームのナムコ」が20年のノウハウを注いで作り上
げた自信ある最新作『MotoGP3』、ぜひ遊んでみてください。

後に『リッジレーサーV アーケードバトル』
として業務用に逆移植された。

「コックピット視点」を追加。「コケたら
死ぬっ！」と思わせる臨場感

チャレンジモードの課題は総数100！その
中には『リッジレーサー』のコースも！

最
大
4
人
で
の
対
戦
が
熱
い

「
マ
ル
チ
プ
レ
イ
ヤ
ー
モ
ー
ド
」
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『ソウル』シリーズと『鬼武者』シリーズ。ともに「ポリゴン

でチャンバラする」という部分は共通ながら、全く異なるゲ

ームとして進化しつづける人気シリーズだ。その思想を支え

るプロデューサー、ナムコ世取山宏秋氏とカプコン稲船敬二

氏が四つにくんだガチンコ対談、いざ尋常に勝負!!!

―
―
ソ
ウ
ル
シ
リ
ー
ズ
、
鬼
武
者
シ
リ
ー
ズ
の
企
画
の
発
端

は
ど
ん
な
と
こ
ろ
か
ら
？

稲
船
（
以
下
稲
）「
鬼
武
者
」
は
も
と
も
と
は
「
バ
イ
オ
ハ

ザ
ー
ド
」
の
エ
ン
ジ
ン
を
使
っ
て
何
か
で
き
な
い
か
、
と
い

う
点
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
の
で
、
最
初
か
ら
「
チ
ャ
ン
バ
ラ
」

あ
り
き
の
企
画
で
は
な
か
っ
た
ん
で
す
よ
。
た
だ
「
バ
イ
オ

ハ
ザ
ー
ド
」
の
銃
撃
戦
っ
て
、
実
は
接
近
戦
が
メ
イ
ン
で
す

よ
ね
。
だ
っ
た
ら
銃
よ
り
も
直
接
攻
撃
の
方
が
面
白
い
だ
ろ

う
、
そ
れ
な
ら
チ
ャ
ン
バ
ラ
の
ゲ
ー
ム
は
ど
う
だ
ろ
う
、
と

発
展
し
て
い
っ
た
ん
で
す
。

世
取
山
（
以
下
世
）
な
る
ほ
ど
。
で
も
よ
く
爽
快
感
の
部

分
ま
で
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
ね
。

稲
　
え
え
、
最
初
は
３
ヶ
月
く
ら
い
「
バ
イ
オ
ハ
ザ
ー
ド
」

の
シ
ス
テ
ム
上
で
侍
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
動
か
す
実
験
を
や

っ
て
い
ま
し
た
ね
。
ほ
ん
ま
に
ア
ク
シ
ョ
ン
ゲ
ー
ム
と
し
て

気
持
ち
い
い
物
が
で
き
る
か
、
と
い
う
点
が
ポ
イ
ン
ト
だ
っ

た
ん
で
す
。
そ
れ
が
「
鬼
武
者
１
」
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す

ね
。

世
　
そ
の
あ
た
り
は
「
ソ
ウ
ル
エ
ッ
ジ
」
と
似
て
い
ま
す
ね
。

私
も
も
と
も
と
「
鉄
拳
」
シ
リ
ー
ズ
を
は
じ
め
と
し
て
格
闘

ゲ
ー
ム
の
製
作
に
ば
か
り
携
わ
っ
て
き
た
の
で
、
武
器
を
持

っ
た
格
闘
ゲ
ー
ム
っ
て
面
白
い
か
も
、
と
い
う
点
が
企
画
の

発
端
だ
っ
た
ん
で
す
よ
。
素
手
で
殴
り
合
う
格
闘
ゲ
ー
ム
と

は
違
っ
た
遊
び
方
が
武
器
を
加
え
る
こ
と
で
出
来
な
い
か
。

叩
き
込
む
よ
う
な
プ
レ
イ
ス
タ
イ
ル
で
は
な
く
て
、
よ
り
一

般
的
に
分
か
り
や
す
く
読
み
合
い
の
要
素
が
重
視
さ
れ
る
よ

う
な
格
闘
ゲ
ー
ム
を
作
り
ま
し
ょ
う
、
と
い
う
と
こ
ろ
に
展

開
し
て
い
っ
た
ん
で
す
。

―
―
と
も
に
過
去
に
ベ
ー
ス
と
な
る
ゲ
ー
ム
が
あ
り
、
そ
こ

に
刀
と
い
う
要
素
が
加
わ
っ
た
こ
と
で
、
さ
ら
に
ゲ
ー
ム

の
ア
イ
デ
ィ
ア
が
広
が
っ
て
い
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

世
　
ま
さ
に
そ
う
で
す
ね
。

―
―
や
は
り
お
二
人
と
も
時
代
劇
や
チ
ャ
ン
バ
ラ
映
画
は
お

好
き
な
ん
で
す
か
？

稲
　
僕
は
黒
沢
映
画
が
大
好
き
で
、
ま
だ
ビ
デ
オ
が
日
本
で

発
売
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
頃
か
ら
海
外
版
を
入
手
し
た
り
、

映
画
館
に
リ
バ
イ
バ
ル
上
映
を
見
に
行
っ
た
り
し
た
ん
で
す

よ
。
黒
沢
映
画
特
集
が
上
映
さ
れ
た
時
は
、
会
社
に
は
「
病

欠
で
す
」
と
言
っ
て
、
一
週
間
連
続
で
通
い
つ
め
た
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
（
笑
）。
も
ち
ろ
ん
黒
沢
映
画
は
チ
ャ
ン
バ
ラ

物
だ
け
で
は
な
い
で
す
が
、
あ
の
殺
陣
の
迫
力
や
脚
本
の
深

さ
な
ど
は
や
っ
ぱ
り
す
ご
い
。
昔
か
ら
そ
う
し
た
ゲ
ー
ム
を

作
り
た
か
っ
た
こ
と
は
確
か
で
す
ね
。
で
も
構
想
し
て
い
た

当
時
は
僕
が
フ
ァ
ミ
コ
ン
で
「
ロ
ッ
ク
マ
ン
」
シ
リ
ー
ズ
を

手
が
け
て
い
た
頃
で
、
フ
ァ
ミ
コ
ン
の
性
能
で
は
そ
ん
な
表

現
は
出
来
な
か
っ
た
で
す
か
ら
ね
（
笑
）。

世
　
そ
れ
は
そ
う
で
す
ね
（
笑
）。

稲
「
鬼
武
者
」
を
作
る
こ
と
に
な
っ
て
、
黒
沢
映
画
の
よ

う
な
テ
イ
ス
ト
で
作
れ
た
ら
い
い
な
、
と
い
う
思
い
は
あ
り

ま
し
た
。
た
だ
そ
の
ま
ま
で
は
地
味
な
ゲ
ー
ム
に
な
っ
て
し

ま
う
の
で
、
い
か
に
ゲ
ー
ム
ユ
ー
ザ
ー
に
受
け
入
れ
ら
れ
る

物
を
、
し
か
も
黒
沢
テ
イ
ス
ト
を
残
し
な
が
ら
作
れ
る
か
、

と
い
う
点
が
ポ
イ
ン
ト
で
し
た
ね
。「
鬼
武
者
１
」
の
オ
ー

プ
ニ
ン
グ
の
合
戦
シ
ー
ン
な
ど
は
そ
う
で
す
し
、「
鬼
武
者

２
」
で
も
「
七
人
の
侍
」
を
思
わ
せ
る
シ
ー
ン
を
入
れ
ま
し

た
。「
鬼
武
者
３
」
で
も
そ
の
路
線
は
継
承
し
て
い
く
予
定

で
す
。

世
　
そ
れ
は
い
い
こ
と
を
聞
い
た
（
笑
）

稲
　
黒
沢
映
画
以
外
に
も
「
子
連
れ
狼
」
や
「
破
れ
傘
刀
舟
」

な
ど
、
萬
屋
錦
之
介
さ
ん
主
演
の
作
品
が
好
き
な
ん
で
す
。

あ
あ
い
う
作
品
の
良
さ
っ
て
今
は
少
な
い
じ
ゃ
な
い
で
す

か
。
だ
っ
た
ら
自
分
で
作
る
し
か
な
い
（
笑
）。
た
だ
チ
ャ

ン
バ
ラ
物
が
市
場
に
少
な
い
っ
て
こ
と
は
、
今
人
気
が
な
い

っ
て
こ
と
に
も
な
る
の
で
、
ゲ
ー
ム
が
大
コ
ケ
す
る
危
険
も

あ
っ
た
ん
で
す
。「
鬼
武
者
１
」
は
お
か
げ
さ
ま
で
人
気
も

出
て
今
ま
で
続
い
て
い
ま
す
。

―
―
ち
な
み
に
ベ
ス
ト
ム
ー
ビ
ー
は
何
で
す
か
？

稲
　
な
ん
と
い
っ
て
も
「
七
人
の
侍
」
で
す
よ
。
僕
的
に
は

こ
れ
を
越
え
る
映
画
は
ま
だ
な
い
で
す
ね
。

世
　
私
も
ベ
ス
ト
ム
ー
ビ
ー
は
「
七
人
の
侍
」
な
ん
で
す
よ
。

黒
沢
映
画
は
Ｗ
Ｏ
Ｗ
Ｏ
Ｗ
で
の
放
映
を
ビ
デ
オ
に
撮
っ
て
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
し
て
い
ま
す
。
つ
い
最
近
も
「
七
人
の
侍
」
を

見
直
し
た
ば
っ
か
り
な
ん
で
す
が
、
や
っ
ぱ
り
い
い
で
す
ね
。

上
映
時
間
が
３
時
間
以
上
あ
る
の
に
長
さ
を
感
じ
さ
せ
な

い
。
他
に
は
海
外
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
物
も
よ
く
見
ま
す
。
ゲ
ー

ム
の
特
性
上
世
界
各
地
の
剣
士
が
集
ま
る
の
で
、
登
場
人
物

や
武
器
、
ス
ト
ー
リ
ー
や
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
立
て
方
な
ど
を

吸
収
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。「
ソ
ウ
ル
キ
ャ
リ
バ
ー
」

に
格
闘
ゲ
ー
ム
と
し
て
は
異
例
な
ほ
ど
重
厚
な
世
界
観
や
ス

ト
ー
リ
ー
を
用
意
し
て
い
る
の
も
、
そ
の
現
れ
で
す
ね
。
世

界
観
に
浸
っ
て
遊
ん
で
ほ
し
い
と
い
う
思
い
も
あ
り
ま
す
か

ら
。

―
―
で
は
そ
う
し
た
チ
ャ
ン
バ
ラ
映
画
を
ゲ
ー
ム
に
転
換
す

る
上
で
、
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
手
法
が
用
い
ら
れ
て

い
る
の
で
し
ょ
う
？

世
　
や
は
り
「
チ
ャ
ン
バ
ラ
」
と
「
素
手
格
闘
」
の
違
い
を

ど
の
よ
う
に
表
現
し
て
、
プ
レ
イ
ヤ
ー
の
皆
さ
ん
に
わ
か
っ

て
も
ら
う
か
、
と
い
う
点
が
重
要
で
す
ね
。
格
闘
と
い
う
行

為
を
分
析
し
て
み
る
と
、
素
手
格
闘
の
場
合
は
、
パ
ン
チ
が

当
た
っ
て
相
手
に
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
る
、
と
い
う
１
ア
ク
シ

ョ
ン
の
行
為
な
ん
で
す
。
で
も
刀
剣
の
場
合
は
、
相
手
に
刀

が
当
た
っ
て
、
肉
が
切
れ
て
刀
身
が
体
か
ら
出
る
、
と
い
う

２
ア
ク
シ
ョ
ン
の
行
為
で
す
。
こ
の
、
最
低
で
も
２
度
は
痛

い
、
と
い
う
点
に
注
意
し
て
作
っ
て
い
ま
す
ね
。
だ
か
ら
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
の
リ
ア
ク
シ
ョ
ン
を
コ
マ
送
り
で
見
る
と
、
素

手
格
闘
と
は
違
っ
た
動
き
を
し
て
い
る
の
が
わ
か
る
と
思
い

ま
す
よ
。
も
ち
ろ
ん
格
闘
ゲ
ー
ム
だ
か
ら
時
間
は
す
ご
く
短

い
ん
で
す
が
、
そ
こ
は
こ
だ
わ
ろ
う
、
と
。

稲
　
あ
あ
、
そ
れ
は
「
鬼
武
者
」
で
も
同
じ
で
す
ね
。「
鬼

武
者
」
以
前
に
も
刀
を
使
っ
た
ア
ク
シ
ョ
ン
ゲ
ー
ム
は
あ
り

ま
し
た
が
、
僕
が
不
満
を
持
っ
て
い
た
の
も
ま
さ
に
そ
こ
や

っ
た
ん
で
す
。
な
ん
か
刀
と
い
っ
て
も
、
棒
で
殴
っ
て
い
る

の
と
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
気
が
す
る
な
ぁ
と
。
お
っ
し
ゃ
る

通
り
で
刀
が
人
体
に
当
た
る
ア
ク
シ
ョ
ン
と
、
肉
を
斬
る
ア

ク
シ
ョ
ン
、
も
っ
と
い
う
と
骨
を
断
つ
ア
ク
シ
ョ
ン
も
そ
れ

ぞ
れ
違
う
は
ず
で
す
よ
ね
？
そ
れ
を
ど
う
や
っ
た
ら
気
持
ち

よ
く
表
現
で
き
る
か
、
と
い
う
点
に
も
の
す
ご
く
こ
だ
わ
り

ま
し
た
。
こ
れ
が
あ
ん
ま
り
細
部
に
こ
だ
わ
り
す
ぎ
て
も
、

も
っ
た
り
し
た
感
じ
に
な
っ
て
し
ま
う
。
さ
ら
に
サ
ウ
ン
ド

が
入
っ
た
り
、
血
し
ぶ
き
が
飛
ん
だ
り
し
て
も
、
ま
た
印
象

が
変
わ
っ
て
く
る
ん
で
す
。
そ
の
た
び
に
「
ち
ょ
っ
と
違
う
」

っ
て
い
っ
て
、
や
り
な
お
し
（
笑
）。

―
―
お
二
人
と
も
「
動
き
」
に
は
相
当
気
を
使
わ
れ
て
い
る

ん
で
す
ね
。
一
方
で
最
近
の
３
Ｄ
ゲ
ー
ム
で
は
モ
ー
シ
ョ

ン
キ
ャ
プ
チ
ャ
ー
の
技
術
も
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き

ま
し
た
が
…
…
。

稲
　
モ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
プ
チ
ャ
ー
は
主
に
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
や

イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
ム
ー
ビ
ー
部
分
で
使
っ
て
い
ま
す
ね
。

「
鬼
武
者
１
」
の
時
は
合
戦
シ
ー
ン
を
表
現
す
る
た
め
、
当

時
は
最
大
５
人
ま
で
の
動
き
し
か
同
時
に
キ
ャ
プ
チ
ャ
ー
で

き
な
か
っ
た
の
に
、
６
人
同
時
で
キ
ャ
プ
チ
ャ
ー
し
て
も
ら

っ
て
、
ス
タ
ジ
オ
の
方
か
ら
い
や
が
ら
れ
ま
し
た
（
笑
）。

「
鬼
武
者
２
」
で
は
馬
の
モ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
プ
チ
ャ
ー
ま
で

や
り
ま
し
た
よ
。
馬
の
動
き
を
自
然
な
感
じ
で
表
現
し
よ
う

と
す
る
と
、
や
っ
ぱ
り
人
間
の
手
で
は
難
し
い
ん
で
す
。

「
鬼
武
者
３
」
で
も
あ
っ
と
驚
く
モ
ノ
が
登
場
し
ま
す
の
で

期
待
し
て
く
だ
さ
い
（
笑
）。

―
―
ゲ
ー
ム
中
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
動
き
は
ど
う
で
す
か
？

稲
　
ゲ
ー
ム
中
の
動
き
は
ほ
と
ん
ど
デ
ザ
イ
ナ
ー
が
手
で
つ

け
て
い
ま
す
ね
。「
鬼
武
者
１
」
の
時
も
最
初
は
殺
陣
師
の

方
に
頼
ん
で
剣
舞
を
や
っ
て
い
た
だ
き
、
モ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ

プ
チ
ャ
ー
し
ま
し
た
。
た
だ
そ
の
ま
ま
で
は
動
き
が
も
っ
た

り
し
て
、
デ
ー
タ
と
し
て
使
え
な
か
っ
た
ん
で
す
ね
。
そ
れ

で
キ
ャ
プ
チ
ャ
ー
デ
ー
タ
を
参
考
に
デ
ザ
イ
ナ
ー
が
手
作
業

で
仕
上
げ
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
に
ス
タ
ッ
フ
の
方
が
ど
ん
ど

ん
慣
れ
て
き
て
、
今
で
は
す
ご
く
格
好
い
い
モ
ー
シ
ョ
ン
で

も
、
そ
れ
ほ
ど
苦
労
な
く
手
で
つ
け
て
い
ま
す
ね
。

世
　
「
ソ
ウ
ル
」
シ
リ
ー
ズ
で
も
、
第
一
弾
の
「
ソ
ウ
ル
エ

ッ
ジ
」
で
は
ム
ー
ビ
ー
以
外
は
完
全
に
手
付
け
だ
っ
た
ん
で

す
よ
。
や
は
り
実
際
の
動
き
と
ゲ
ー
ム
中
で
感
じ
る
「
本
物

ら
し
い
動
き
」
は
違
い
ま
し
た
か
ら
。
続
く
前
作
の
「
ソ
ウ

ル
キ
ャ
リ
バ
ー
」
で
は
、
棒
術
や
剣
術
な
ど
は
中
国
武
術
の

元
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の
方
に
来
て
も
ら
っ
て
動
き
を
キ
ャ
プ
チ

ャ
ー
し
た
ん
で
す
が
、
そ
の
ま
ま
で
は
間
延
び
し
て
使
え
な

か
っ
た
。
今
で
は
キ
ャ
プ
チ
ャ
ー
デ
ー
タ
は
ゲ
ー
ム
の
モ
ー

シ
ョ
ン
作
成
に
お
け
る
ひ
な
形
と
い
う
位
置
づ
け
で
す
ね
。

た
だ
こ
れ
で
困
る
の
が
現
実
に
な
い
武
器
を
使
っ
て
い
る
キ

ャ
ラ
ク
タ
ー
。
例
え
ば
ア
イ
ヴ
ィ
ー
ブ
レ
ー
ド
と
い
う
武
器

を
使
う
ア
イ
ヴ
ィ
ー
と
い
う
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
い
る
ん
で
す

が
、
こ
れ
が
自
在
に
変
形
す
る
武
器
な
ん
で
す
（
笑
）。

稲
　
現
実
に
無
い
武
器
は
困
り
ま
す
よ
ね
（
笑
）。

世
　
え
え
。
あ
の
と
き
は
実
際
に
ア
イ
ヴ
ィ
ー
ブ
レ
ー
ド
の

実
寸
模
型
を
ス
タ
ッ
フ
が
作
成
し
て
、
開
発
ビ
ル
の
１
階
で

振
り
回
し
て
動
き
を
研
究
し
た
ん
で
す
。
頭
に
当
た
る
と
危

険
だ
と
い
う
の
で
バ
イ
ク
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ
り
な
が

ら
。
端
で
見
て
い
て
も
相
当
怪
し
か
っ
た
（
笑
）。
そ
の
上

で
モ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
プ
チ
ャ
ー
し
て
動
き
の
ひ
な
形
を
と

り
、
そ
れ
を
参
考
に
ア
ク
シ
ョ
ン
デ
ー
タ
を
作
成
し
ま
し
た
。

「
ソ
ウ
ル
キ
ャ
リ
バ
ー
II
」
で
も
基
本
的
な
ス
タ
ン
ス
は
変

わ
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
よ
り
本
物
志
向
が
強
く
な
っ
て
い
ま

す
。
今
回
は
ラ
フ
ァ
エ
ル
と
い
う
レ
イ
ピ
ア
使
い
の
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
が
登
場
し
ま
す
が
、
こ
れ
も
レ
イ
ピ
ア
の
動
き
が
出

来
る
本
格
的
な
ア
ク
シ
ョ
ン
俳
優
の
人
に
演
技
し
て
も
ら
っ

て
、
元
の
デ
ー
タ
と
し
て
活
用
し
て
い
ま
す
。

―
―
「
ソ
ウ
ル
キ
ャ
リ
バ
ー
II
」
で
は
モ
ー
シ
ョ
ン
ブ
レ
ン

ド
と
い
う
技
術
も
導
入
さ
れ
た
と
か
？

世
　
え
え
。
こ
れ
は
最
大
４
つ
の
モ
ー
シ
ョ
ン
を
合
成
で
き

る
技
術
で
、
た
と
え
ば
頭
の
動
き
は
Ａ
、
上
半
身
は
Ｂ
、
下

半
身
は
Ｃ
、
と
い
っ
た
個
々
の
動
き
を
一
つ
に
ま
と
め
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
ま
で
も
上
半
身
と
下
半
身
の
動
き
を

融
合
さ
せ
る
技
術
は
あ
っ
た
ん
で
す
が
、
よ
り
細
や
か
な
動

き
が
表
現
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
ね
。「
ソ
ウ
ル
キ
ャ

リ
バ
ー
II
」
で
は
前
作
の
「
ソ
ウ
ル
キ
ャ
リ
バ
ー
」
よ
り
も
、

よ
り
走
り
な
が
ら
ア
ク
シ
ョ
ン
を
行
う
こ
と
を
重
視
し
た
、

「
走
る
」
格
闘
ゲ
ー
ム
を
目
指
し
た
ん
で
す
。
そ
の
た
め
走

り
な
が
ら
ガ
ー
ド
し
つ
つ
何
か
を
す
る
、
と
い
っ
た
複
数
の

ア
ク
シ
ョ
ン
を
同
時
に
行
う
要
素
が
増
加
し
た
ん
で
す
ね
。

こ
う
し
た
表
現
を
行
う
上
で
モ
ー
シ
ョ
ン
ブ
レ
ン
ド
は
効
果

を
発
揮
し
て
い
ま
す
。

鬼武者
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１
９
８
７
年
、（
株
）
カ
プ
コ
ン
に
入
社
。『
ロ
ッ
ク
マ
ン
』
の

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
デ
ザ
イ
ン
を
担
当
。
そ
の
後
、
ほ
ぼ
全
て
の
ロ

ッ
ク
マ
ン
関
係
タ
イ
ト
ル
に
関
わ
り
、
現
在
も
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ

ー
と
し
て
ロ
ッ
ク
マ
ン
シ
リ
ー
ズ
を
世
に
送
り
出
し
続
け
て
い

る
。
近
年
の
代
表
作
は
『
鬼
武
者
』
シ
リ
ー
ズ
（
Ｐ
Ｓ
２
）、

『
ロ
ッ
ク
マ
ン
エ
グ
ゼ
』
シ
リ
ー
ズ
（
Ｇ
Ｂ
Ａ
）
な
ど
。
現
在
、

第
二
開
発
部
部
長
。

１
９
９
３
年
、（
株
）
ナ
ム
コ
に
入
社
。『
マ
ッ
ハ
ブ
レ
イ
カ
ー

ズ
』『
鉄
拳
』
シ
リ
ー
ズ
に
企
画
と
し
て
携
わ
る
。『
鉄
拳
』
シ

リ
ー
ズ
で
主
に
モ
ー
シ
ョ
ン
制
作
に
携
わ
る
傍
ら
、
業
界
初
の

３
Ｄ
武
器
格
闘
ゲ
ー
ム
『
ソ
ウ
ル
エ
ッ
ジ
』
を
開
発
、『
ソ
ウ

ル
キ
ャ
リ
バ
ー
』
を
経
て
、
現
在
、『
ソ
ウ
ル
キ
ャ
リ
バ
ー
II
』

の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
。

「ノワーズ・ブルー！ダメよ、それだけは！」「最終兵器ダジャレ・キャノン。これでダジャレのサムさを極大化し、『絶対零度のダジャレ』を放てるの。
絶対零度は全ての物質が運動を停止する温度。防寒服なんて関係ない」「でも、それを使うと、あなたたちも自分のダジャレで凍死する事になるのよ！！」 →27ノワーズ・ブルーの制止も聞かずゲーム機をチェックしていると、奥にあるメダルゲームの裏から子供のすすり泣く声がするのに気づいた。

「ボクのゲームボーイアドバンス、食べないで。たんじょうびに・・・ママが、買ってくれたんだ」覗き込むと、男の子がゲーム機を持ってうずくまっている。 →12



10

―
―
共
に
「
チ
ャ
ン
バ
ラ
」
を
題
材
に
し
な
が
ら
、
独
自
の

進
化
を
遂
げ
て
き
た
作
品
で
す
が
、
お
互
い
の
ゲ
ー
ム
を

見
て
お
感
じ
に
な
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

世
　
や
っ
ぱ
り
「
斬
る
」
と
い
う
ア
ク
シ
ョ
ン
を
非
常
に
重

視
さ
れ
て
い
る
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
私
も
格
闘
ゲ
ー
ム
の
中

で
な
ん
と
か
そ
の
部
分
を
表
現
す
る
こ
と
に
こ
だ
わ
っ
て
い

た
の
で
、
あ
あ
、
こ
こ
を
し
っ
か
り
わ
か
っ
て
い
る
人
が
い

る
ん
だ
、
と
思
う
だ
け
で
心
強
か
っ
た
で
す
ね
。
研
究
材
料

と
し
て
常
に
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
ま
す
。
あ
と
は
背

景
ま
で
フ
ル
ポ
リ
ゴ
ン
で
作
ら
れ
た
「
鬼
武
者
」
が
登
場
す

る
と
脅
威
で
す
ね
。「
ソ
ウ
ル
キ
ャ
リ
バ
ー
」
は
ゲ
ー
ム
世

界
を
全
部
３
Ｄ
で
作
り
込
ん
で
、
カ
メ
ラ
を
ぐ
る
ぐ
る
回
す

こ
と
で
爽
快
感
や
ス
ピ
ー
ド
感
を
出
す
演
出
を
と
っ
て
い
る

ん
で
す
。
こ
れ
が
他
の
ゲ
ー
ム
に
対
す
る
強
み
に
も
な
っ
て

い
る
ん
で
す
が
、「
鬼
武
者
」
で
も
そ
れ
を
や
ら
れ
る
と
、

も
う
ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
（
笑
）。

稲
　
今
後
の
発
表
を
楽
し
み
に
し
て
い
て
下
さ
い
（
笑
）。

「
ソ
ウ
ル
キ
ャ
リ
バ
ー
」
シ
リ
ー
ズ
で
僕
が
感
じ
る
の
は
、

武
器
を
使
っ
た
格
闘
ゲ
ー
ム
と
い
う
こ
と
で
ゲ
ー
ム
自
体
に

も
個
性
が
あ
る
し
、
さ
ら
に
ゲ
ー
ム
の
中
で
も
キ
ャ
ラ
ク
タ

ー
と
武
器
を
１
セ
ッ
ト
で
扱
う
こ
と
で
、
個
々
の
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
の
魅
力
が
し
っ
か
り
と
立
っ
て
い
る
点
。
こ
れ
は
う
ら

や
ま
し
い
で
す
ね
。
映
画
作
り
に
お
い
て
も
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

を
立
た
せ
る
と
い
う
の
は
基
本
中
の
基
本
じ
ゃ
な
い
で
す

か
。
そ
う
し
た
部
分
は
ど
ん
ど
ん
ゲ
ー
ム
で
も
取
り
入
れ
て

い
き
た
い
の
で
す
が
、「
鬼
武
者
」
の
よ
う
な
１
人
の
主
人

公
を
追
い
か
け
て
い
く
ス
タ
イ
ル
だ
と
、
な
か
な
か
難
し
い

ん
で
す
よ
。

世
　
そ
れ
は
格
闘
ゲ
ー
ム
の
長
所
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

稲
　
そ
う
で
す
ね
。
あ
と
は
格
闘
ゲ
ー
ム
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル

か
ら
離
れ
て
み
る
と
、
２
人
で
一
緒
に
楽
し
め
る
ゲ
ー
ム
と

い
う
の
も
羨
ま
し
い
で
す
ね
。「
鬼
武
者
」
シ
リ
ー
ズ
っ
て
、

１
人
で
遊
ぶ
ゲ
ー
ム
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
や
っ
ぱ
り
ゲ
ー
ム

を
作
っ
て
い
る
者
と
し
て
、
一
緒
に
遊
ぼ
う
っ
て
言
え
な
い

の
は
寂
し
い
ん
で
す
よ
。
せ
い
ぜ
い
「
見
と
け
っ
！
」
っ
て

相
手
に
言
う
し
か
な
く
て
、
見
て
い
る
方
も
だ
ん
だ
ん
飽
き

て
き
て
マ
ン
ガ
本
な
ん
か
読
み
始
め
た
り
し
て
（
笑
）。
だ

か
ら
一
緒
に
２
人
と
か
３
人
で
遊
べ
る
ゲ
ー
ム
も
作
り
た
い

な
と
思
い
ま
す
。
僕
も
が
ん
ば
り
た
い
で
す
ね
。

世
　
逆
に
私
の
場
合
は
対
戦
格
闘
ゲ
ー
ム
を
作
り
続
け
て
き

た
の
で
、
１
人
で
遊
び
込
む
ゲ
ー
ム
に
関
心
が
あ
る
ん
で
す
。

２
人
で
遊
ぶ
も
の
だ
と
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
は
立
て
や
す
い
で

す
が
、
ど
う
し
て
も
ゲ
ー
ム
中
で
ス
ト
ー
リ
ー
を
表
現
す
る

こ
と
が
難
し
く
な
り
ま
す
か
ら
ね
。
今
後
機
会
が
あ
れ
ば
そ

う
し
た
ゲ
ー
ム
も
作
っ
て
み
た
い
で
す
ね
。

―
―
そ
れ
で
は
最
後
に
両
シ
リ
ー
ズ
の
最
新
作
も
含
め
て
今

後
の
抱
負
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

稲

「
鬼
武
者
」
シ
リ
ー
ズ
も
「
１
」「
２
」
と
作
っ
て
き

て
、
現
在
「
３
」
の
制
作
が
続
い
て
い
る
最
中
で
す
。
ま
た

一
方
で
は
「
鬼
武
者
」
シ
リ
ー
ズ
を
越
え
る
企
画
も
同
時
に

進
め
て
い
ま
す
の
で
、
そ
ち
ら
に
も
ぜ
ひ
期
待
し
て
ほ
し
い

で
す
ね
。

世
　
私
の
方
も
「
ソ
ウ
ル
キ
ャ
リ
バ
ー
II
」
の
製
作
が
今

ま
さ
に
佳
境
な
の
で
、
日
夜
起
き
た
り
起
き
た
り
ず
ー
っ
と

起
き
た
り
で
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
（
笑
）。
な
に
し
ろ
今
回

は
Ｐ
Ｓ
２
版
、
Ｇ
Ｃ
版
、
Ｘ
ｂ
ｏ
ｘ
版
の
３
機
種
同
時
発
売

な
の
で
、
苦
労
も
ひ
と
し
お
で
す
ね
。

稲
　
さ
っ
き
少
し
遊
ば
せ
て
も
ら
っ
た
ん
で
す
が
、
Ｐ
Ｓ
２

版
は
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
。
Ｇ
Ｃ
版
に
登
場
す
る
リ
ン
ク
は
、
フ

ァ
ン
に
は
必
見
で
す
ね
。
Ｘ
ｂ
ｏ
ｘ
版
は
プ
ロ
グ
レ
ッ
シ
ブ

テ
レ
ビ
で
見
る
と
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
が
段
違
い
に
綺
麗
で
ビ
ッ

ク
リ
し
ま
し
た
。
無
茶
し
て
い
ま
す
ね
。

世
　
お
か
げ
で
ス
タ
ッ
フ
は
徹
夜
の
連
続
で
す
（
笑
）。
で

も
無
茶
し
て
い
る
分
、
皆
さ
ん
に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
物
に

な
っ
て
い
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
の
で
、
楽
し
み
に
し
て
い

て
く
だ
さ
い
。
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対
談
終
了
後
の
記
念
撮
影
。
今
後
も
、
こ
の
「
二
人
の
侍
」

の
活
躍
か
ら
目
を
は
な
す
事
な
か
れ
！
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